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要 　　　約

本研究では認知症高齢者に対するイヌによる動物介在療法の効果を社会性，活動性，精神性の 
側
面から検討しコントロール群と比較した．動物介在療法の 
ヶ月後までの評価は認知症日常生活自立
度判定基準，認知症高齢者用���尺度，認知症高齢者用うつスケール短縮版を用いた．また，施行
時の評価については前
�分・中
�分・後
�分の行動観察と同時に，アクティグラフによる活動量の測

定と唾液アミラーゼによる精神ストレスについて調査した．
結果，日常生活自立度と ���尺度得点は 
ヶ月で大きな変動はなかったが，うつ状態は明らかに

改善した．また，施行の前後では，唾液アミラーゼ活性値の下降群が，動物介在療法を施行した群に
有意に多くみられ，一方，コントロール群では上昇群が多かった．そして，アクティグラフによる活
動量は施行中に明らかに多くなった．加えて，行動観察でも活動量，笑顔，発言，周囲の人やイヌへ
の関心が増加した．このことから，認知症高齢者に動物介在療法を施行することは，社会性としての
周囲の人やイヌへの関心を高め，生活への潤いを増加させる．また，活動性としてはイヌにつられて
行動を起こすことにより，活動量が増し，日常生活の自立度や ���改善につながる．精神性ではス
トレスの緩和やうつ状態の改善につながる．

緒 言

わが国の認知症患者の数はすでに���万人を超え，
後期高齢者の増加に伴い，今後も増加を続けるもの
と予測されている．加齢による精神機能の低下と認
知症という病理現象の境界が，高齢になるほど判然
としなくなるということを考えるなら，身体医学の

進歩により，後期高齢者が増えれば増えるほど，認
知機能に何らかの問題をもった高齢者の数は増加す
るはずである．こうした人々の生活の質を高め，と
もに生活する人の心理的，身体的負担を軽減し，そ
れを通じて社会全体の経済的負担を軽減するという
課題の重要性は，今後ますます増大することはあっ
ても減少することはない��．したがって，認知症に
対する薬物療法の開発とともに，非薬物的療法は治
療方法の補完以上の重要な意義を持ち続けるものと

考えられる．
認知症に対する非薬物的療法としては，�）行動

に焦点を当てたアプローチ，�）感情に焦点を当て
たアプローチ，
）認知に焦点を当てたアプローチ，

�）刺激に焦点を当てたアプローチがあり����，そ
の評価については長田��により詳細な検討がなされ
ている．その中で，わが国のデイケアや高齢者福祉
施設で導入され始めている動物介在療法（������
�������� �������：以下 ���と略す）の評価は，
未だ評価は定まってはおらず，「行なうよう強く勧

めるだけの根拠がない」とする  評価とされ，科学
的な根拠が欠如しているという批判もある����．一
方，横山ら ��は !��"��#らによる ���の利点を
まとめ，心理学的利点としては刺激性と安定性の �

要素を指摘し，社会的利点として社会的相互作用を
増加させる働きがあると述べている．
���は，動物と人間との交流がもたらす健康，自

立，生活の質の改善を目的に，治療あるいはケアの一
貫として�$��年代から米国で開始され，わが国にも

導入された ����．���は動物とのかかわりを持つ
ことが可能な高齢者にとって，内的機能の活性化，認
知症状の進行抑制，問題行動の減少，�%����� �& ��&�
（以下 ���と略す）の維持の可能性がある�����．
また，施設の認知症高齢者は他の動物よりイヌとの
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時間を一番楽しんでいるなどの報告���がある．そ
してそれらの研究は大きく分けて生理学的な取り組
みと心理学的な取り組みに分けられ ��，これらの多
くは ���介入の行動観察による評価を中心とした

ものであり，実証的研究に基づいたエビデンスが検
証されることが望まれている．
そこで，本研究においてはグループホームの認知症
高齢者を対象に，イヌによる���の効果を社会性，活
動性，精神性の 
側面から，調査日とその �ヶ月後，

ヶ月後と追跡し，コントロール群と比較し検討した．

対象と方法

�．調査期間 　���
年 $月から����年 
月
�．対象者

�県下の 
施設のグループホームに入所中の��歳
以上の認知症高齢者で，イヌによる ���を施行し
ていて，会話が可能であり，イヌ嫌いでない，ある
いは飼育経験のある，イヌにアレルギーのない女性
��名とした（平均年齢�標準偏差	������	歳，以下
���群）．コントロールとしては，同様の施設の��
歳以上の ���を施行していない認知症高齢者の女
性 $名とした（平均年齢�標準偏差	�������歳，以
下コントロール群）．���群の概要は（表 �）に，

コントロール群の概要は（表 �）に示した．
�．���の内容

ユナイテットセラピージャパン岡山のトレーナー

の協力を得て，�導入
�分で �回／週とし，��人程
度の小グループで，導入の時間帯は��時から��時
�
分の間に施行した．���に用いたイヌは訓練を受
けたセラピー犬 �匹（雑種の小形犬）で，���の内

容による差を最小にするため，イヌをなでる，抱っ
こする，会話するなどのふれあいを中心とした日常
の介入とした．なお ���の実施については，研究
期間の終了までの 
ヶ月間は �導入
�分で，�回／
週を継続的に実施した．
�．調査・測定方法

���の効果を社会性，活動性，精神性の 
側面か
ら評価するために ��セルフケアレベル，�����，
�

うつ状態， ��行動観察， ��唾液アミラーゼ活性値，


�アクティグラフによる活動量を測定した．社会性
は �� �� ��で，活動性は �� 
�，精神性は 
� �� ��で評
価した．
調査・測定は �� �� 
�は ���の継続的な効果をみ

るために���群，コントロール群ともに調査日とそ
の �ヶ月後，
ヶ月後に調査した． �� �� 
�は ���

による直接的な効果をみるために，��唾液アミラー
ゼ活性値は���の実施の前後に測定し，
�アクティ
グラフによる活動量と ��行動観察は実施の前
�分，

施行中
�分，施行後
�分の計���分間を測定した．
コントロール群については ���群と同様の時間帯
の日常的な���分間を測定した．以下，調査・測定
項目毎に詳細を述べる．

表 � ���群の概要

表 � コントロール群の概要
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　�．�．基本属性

性別，年齢，主疾患，視力，聴力，運動障害の有
無，���導入の目的，イヌの好き嫌い，飼育経験な
どについて，���トレーナーと介護スタッフへの

インタビューと介護記録から情報を得た．
　�．�．セルフケアレベル

厚生労働省による認知症日常生活自立度判定基
準���により，日常生活にどのような支障があるの
かについて，ランク 'から(までの �段階で評価し
た．記入は介護スタッフに依頼し情報を得た．
　�．�．���

鎌田ら ���による��項目からなる認知症 ���尺
度を用い，「周囲との生き生きとした交流」，「自分ら

しさの表現」，「対応困難行動のコントロール」の 


領域について鎌田らの基準に従い，�から 
点で評
価（否定的内容については反転）し，���点換算を
し，領域別得点と総合得点を算出した．記入は介護
スタッフに依頼し情報を得た．
　�．�．うつ状態

高齢者の特性を考慮し，)���*ら ���により開発さ
れ，その後 +���*�ら ���により��項目に精選された
老人用うつスケール（,�������" -��������� +"���：

,-+）短縮版を用い，「はい」に該当するものに �

点を配し，最高点を��点とした． 
 . �のカットオ
フ値で最も感度が高いとの報告���から，�点以上
をうつ状態と評価した．記入は介護スタッフに依頼
し情報を得た．
　�．	．行動観察

���実施前
�分，施行中の
�分，施行後
�分の
計���分間の行動を高齢者 �名につき，観察者 �名
が付き，「活動・動作」「表情」「発言」「イヌと他者

への関わり」について，行動観察シートを用いて観
察した．観察者は高齢者と一定の距離をとり，高齢
者に観察されていることをできるだけ意識されない
ように配慮した．
　�．
．唾液アミラーゼ活性値

少量の唾液で測定が可能であり，短時間で測定が
でき簡便であることから，ニプロ社製「 � �/�
(0�0/」を用いて ���施行の前後の �回を測定
した．また，唾液アミラーゼ活性値は精神的ストレ

スに対して速やかに反応する���ことを考慮し，唾
液の採取は高齢者への負担を考え，介護スタッフに
依頼した．
　�．�．アクティグラフ

�"��,����マイクロミニ /型（米国 �('社，重
量約�
1，直径����，厚さ����の機器で腕時計
方式）を用い，利き腕の上腕で ���実施前
�分，
施行中の
�分，施行後
�分の計���分間の �"��2���

"�%���を測定した．�"��,����マイクロミニ /型
は加速度から �"��2��� "�%���を測定するものであ
り，�"��2��� "�%���は �分間に����,.��"を超える
���"�数を表し，,は重力加速度（$�	�.��"�）を

示す．

分析の方法

+3++の 2������� 4 &�� 5����6�を用いてノン
パラメトリック検定の (���75������の 8検定，
5��"�9��の符合付順位和検定を使用した．また，比
率の検定には 3������の �� 検定を使用した．

倫理的配慮

対象者及びコントロール群の高齢者及びその家族
には，研究目的と方法について測定機器を提示し，文
書及び口頭で説明し，文書での同意を得た．参加は

自由意志であり，拒否しても不利益にならないこと
を説明した．また，施設の管理者，主治医へも測定
機器を提示し，文書と口頭で説明し，文書での同意
を得た．唾液の採取や �"��,����マイクロミニ /

型の装着については，研究者や介護者が負担を被っ
ていると判断した時には直ちに装着や採取を中止す
ることにした．

結 果

���群の平均年齢�標準偏差は	������	歳であ
り，一方，コントロール群では	�������歳であった．

性別は全員が女性で，
名が脳血管性認知症，他は
アルツハイマー型の認知症であった．���の導入
の目的は，全員が認知症の症状の改善であった．日
常生活自立度は 'から ''' �であり，
ヶ月間の変化
をみると，改善している事例もあるが，低下してい
る事例もあり，大きな変化はなかった（表 
）．
�．���とうつ状態

���の評価は ���群，コントロール群ともに
総合得点，「周囲との生き生きとした交流」，「自分

らしさの表現」，「対応困難行動のコントロール」の
各領域得点で，
ヶ月間での差はほとんどなかった
（表 
）．しかし，うつ状態については ,-+が �点
以上のうつ状態の割合をみると，調査日，�ヵ月後，

ヵ月後の ���群では��:，��:，��:と順に減
少し，
ヵ月後ではコントロール群と比較すると有
意に割合は少なかった．���群のうつ状態の割合
については調査日から低く，
ヶ月後にうつ状態で
あった �名も �点であり，全体的に低い得点で推移

した．だが，コントロール群ではうつ状態が 
ヶ月
間持続した者の割合は高かった（図 �）．
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表 � ���群の自立度，���の状態
�調査日と �ヶ月後，	ヶ月後の比較�

図 � うつ状態の割合の経時的変化

�．アミラーセ活性値からみた ���の精神ストレ

スへの影響

���施行の前後で唾液アミラーゼ活性値の変化
をみると（図 �）の如くであり，平均では施行の前
後で有意な変化はみられなかった．しかし，事例毎
にみると��例中 �例が下降していた．これをコント

ロール群でみると下降した事例は $例中 �例のみで
あった．
コントロール群と���群で上昇群，下降群で割合

を比較すると，下降群は有意に���群に多くがみら
れ，上昇群はコントロール群に多かった．（3�����）
（図 
）．

図 � 唾液アミラーゼ活性値の上昇群と下降群でみた���

群とコントロール群の比較

図 � 施行前・施行後での唾液アミラーゼ活性値の変化（���群）
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���群で，���施行後にアミラーセ活性値が顕
著に上昇した事例 と事例 ;について行動観察との
関連からみると，事例  はセラピィ犬の小形犬に興
奮した状態であったこと，事例 ;は ���施行直前

まで，洗濯物を干したり，野菜を摘んだりし，���
が始まっても ���への関心が低いことが観察され
ていた．また，コントロール群の中で観察されたこ
とであるが，行動観察では一見穏やかに見えた事例
�のアミラーゼ活性値が���<8.�と高く，盛んに
大声をあげ，テーブルをたたき続けていた事例�の
アミラーゼ活性値は�$<8.�と低い結果であった．
�．��
���
� ����
�からみた活動量の変化

���実施前
�分，施行中
�分，施行後
�分の�"7

��2��� "�%���を �分ごとに算定し，前，中，後で平

均を算出し，事例ごとに活動量の変化を比較し示し
たものが（図 �）である．施行中は ���の施行前
に，介護スタッフと共に自分の寝具を整えていた事
例 4を除いて，全員が �"��2��� "�%���が上昇した．

コントロール群と比較すると（図 �）の如く，���
群の施行中の �"��2��� "�%���はコントロール群と
比較して有意に高くなり，高齢者の活動性を高めて
いた（3�����）．
�．行動観察から見る ���の影響

���の実施前
�分・施行中
�分・施行後
�分の
計���分間の行動を行動観察シートの記録をもとに
「活動・動作」「表情」「発言」「イヌを含む他者との
関わり」の項目に沿って前・中・後で事例ごとに整

理し，行動観察の変化についてみた．項目ごとにコ

図 
 アクティグラフからみる施行前・中・後の活動量に変化（���群）

図 � アクティグラフからみる ��
���
� ����
�の比較
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ントロール群との比較を示すと（図 
）の如く，活
動量，笑顔，発言，イヌへの関心は$�:の高齢者が
増加した．また周囲への関心についても半数の者が
増加した．次に，施行後の
�分間の持続についてみ

ると，「活動・動作」が��:，「発言」が��:，「他者
との関わり」が��:と施行後も維持していた．しか
し，「表情」については，施行後は全員が実施前の
状態に戻り，笑顔はみられなくなった．一方，コン
トロール群では配膳の手伝いをしていた �名を除い
て，全く変化はなかった．

考 察

�．認知症高齢者の精神ストレスに ���がもたら

す影響

精神的ストレスに起因して，唾液中のアミラーゼ
活性値は速やかに反応して上昇する���といわれてい
る．認知症高齢者の唾液アミラーゼ活性値も，���
の施行により上下に変化した．このことは，認知症
高齢者の心がストレスに起因して反応していること
を示している．イヌとの出会いに興奮していた事例
 と目の前のイヌへ関心が向いていない事例 ;は
むしろ ���の施行によりアミラーゼの活性値は上
昇した．しかし，全体的な変動をコントロール群と

���群で比較すると，上昇群はコントロール群に多
く，下降群で ���群に有意に多かった（3�����）
（図 
）．これらの結果から，���の導入は事例に
よる変動はみられるものの認知症高齢者の精神スト
レスを低下させることに寄与する．だが，アミラー

ゼ活性値は精神の高揚においても上昇することが予
測できた．さらに，今後の検討を要することではあ
るが，観察した所見では穏やかにみえた認知症高齢
者が逆にアミラーゼ活性値が高く，一見，大声を出

し，机をたたき精神的ストレスが高いと思えた認知
症高齢者のアミラーゼ活性値が低かった．このこと
は，アミラーゼ活性値の測定により明らかになった
ことであり，外観からみた観察所見とアミラーゼ活
性値の結果は明らかに異なった．認知症高齢者に関
わる時，介護や看護をする側が一方的に精神的スト
レスの有無について判断することの怖さを示すもの
であり，大変興味深い結果であった．
次に ,-+によるうつ状態の評価をみると ���

群には，うつ状態と判定された割合が調査日から
低く，
ヶ月間の追跡においても，調査日に �割で
あったものが 
ヶ月後には �割に減少した．コント
ロール群と比較すると，���群のうつ状態の割合
は明らかに少ない．���群は調査日以前から ���

が導入され，その後も継続的に施行された．このこ
とと，
ヶ月間のうつ状態の推移で，���群にうつ
状態の割合が少なかったこととは関連があるように
思える．結果，���の施行は �回／週，
�分の導

入でも，精神健康の改善すなわち，うつ状態の改善
に役立つといえる．
�．認知症高齢者の社会性と活動性に ���がもた

らす影響

次に，身体の活動性についてみると，�"��2���
"�%���からみた活動量は，��� の施行により �

図 	 行動観察からみる施行前と施行中の変化
����群とコントロール群の比較�



認知症高齢者に対するイヌによる動物介在療法の有用性 
�$

事例を除いた $割の者が上昇した（図 �）．さらに
���群では施行中の�"��2��� "�%���はコントロー
ル群と比較して有意に高くなり（3�����），���の
施行は，活動性を高めた（図 �）．これらの結果と

精神ストレスの結果を合わせて考えると，行動面と
精神面の活動が活発になったといえる．そして，こ
のことは行動観察の結果からも裏付けることができ
た．コントロール群との比較で観察項目毎に示すと
（図 
）の如く，活動量，笑顔，発言，イヌへの関心
は$�:の者で増加した．また周囲への関心について
は半数の者が増加した．一方，コントロール群では
配膳の手伝いをしていて活動量が増加した �名を除
いて，全く変化はなかった．

岩本ら �	�は施設入所している高齢者は刺激の不
足や活動の制限のため，社会性の低下や感情反応の
低下，活動性の低下あるいは抑うつ状態が見られる
ことが多いと報告している．このような状態に置か
れた認知症高齢者に ���を施行することは，精神
的な刺激となり，身体の活動性を増し，他者やイヌ
への関心を高める．結果として，社会性としての発
言や周囲の人やイヌへの関心が増し，活動量を増加
させる．加えて，精神性としては精神ストレスの低

下とうつ状態の改善に寄与することが示唆された．
しかし，日常生活自立度や ���の改善にまでは至
らなかった．だが，鎌田ら ���のグループホームを
除く老人施設の認知症高齢者と比較すると「周囲と
の生き生きとした交流」，「自分らしさの表現」の得
点は高く，「対応困難行動のコントロール」の領域
は低かった．このことは本研究の対象者がグループ
ホームに入所中の認知症高齢者であることと関連が
あるように思える．そして，���の施行は，「周囲

との生き生きとした交流」，「自分らしさの表現」を
通して，日常生活自立度や ���の維持に貢献でき
るといえそうである．
横山ら ��が !��"��#らの考えを引用し，���の

心理学的利点として刺激性と安定性の �要素と，社

会的利点として社会的相互作用を増加させる働きが
あると報告していると先に述べた．本研究の結果は
それを裏づけるものとなった．

ま と め

認知症高齢者に ���を施行することは社会性と
しては周囲の人やイヌへの関心を高め，生活への潤
いを増す．また活動性としてはイヌにつられて行動
を起こすことにより，活動量が増え日常生活の自立
度や ���の低下を予防する．精神性としては精神
ストレスの緩和やうつ状態の改善になるというエビ
デンスを得ることができた．
���の良さはイヌとの関係性によるところが大

きい．イヌと認知症高齢者は対等，あるいは優位な

関係にある．介護される立場は常に気兼ねと気遣い
が必要である．しかし，イヌへは自分の優位性が発
揮でき，気兼ねや気遣いの必要はない．結果，認知
症高齢者の内的機能の活性化が育まれ，活動性を誘
発するきっかけになる．

研究の限界

コントロール群を設定し，���群と比較検討し
たが，例数が少ないことや限られた一地域のグルー
プホームでの実践の評価である．また，���の導
入の時期がまちまちであり，調査日以前から ���

が導入されていた．このため，新たに ���を施行
した場合の結果とは異なることが予測できる．今後
は ���の介入方法，トレーナーの熟練度等も加味
し，例数を増やし，知見を積み上げていくことが必
要であると考えている．

研究にご協力下さいましたグループホームの対象者とそ

のご家族の皆様，また快く研究フィールドとして，施設を

ご提供下さいました施設担当者の皆様，ユナイテットセラ

ピージャパン岡山のトレーナーの皆様およびセラピードッ

クに心から感謝申し上げます．

文 　　　　　献

�）斉藤正彦：認知症における非薬物療法研究の課題と展望，老年精神医学雑誌，��（�），�������，����．

�）長田久雄：非薬物療法ガイドライン，老年精神医学雑誌，��（増刊 �），������，����．

�）横山章光，大澤あかね，野村総一郎，柴内裕子：精神医学領域におけるアニマル・アシステッド・テラピー，老年精神医

学雑誌，��（�），	���	�
，����．

	）金森雅夫，鈴木みずえ，山本清美，神田正宏，松井由美，小嶋永実，竹内志保美，大城一：痴呆性老人デイケアでの動物

介在療法の試みとその評価方法に関する研究，日本老年医学会雑誌，��（�），������	，����．

�）真野充弘，内苑まどか，西村健：痴呆性高齢者に対するドッグセラピーの試み，日本痴呆ケア学会誌，�（�），����．

�）馬場陽子：老人におけるドッグセラピーの効果，�������������	
����
���������
��������

�）河村奈美子，新山雅美，新山春江，金子正恵：施設入所高齢者への小型犬によるアニマル・テラピー（���）の効果，





� 太湯好子・小林春男・永瀬仁美・生長豊健

老年精神医学雑誌，��（�），��
����，���	．


）鈴木みずえ，山本清美，松井由美，小嶋永実，大山直美，神田正宏，大城一，金森雅夫：痴呆性老人を対象とした動物介

在療法（���）の個別の効果と経過の分析，保健の科学，��（
），�����	�，����．

�）本岡正彦，小池弘人，鈴木忠，小板橋喜久代：犬による動物介在療法の生理的効果と運動療法への応用の可能性，看護

学雑誌，��（	），�������，����．

��）妹尾睦美，岡田梨絵，太湯好子，小林春男，三宅理恵子：認知症高齢者に動物介在療法を導入することの効果，日本老

年看護学会第��回学術集会抄録集，��
，����．

��）中川亜耶人，中澤利美，小林香織，中川康江，加藤康代：特別養護老人ホームにおける���（アニマル・アシステット

アクティビテイ）実施について，�������� ������	 �
 ����� 
����	 ��	������，�（��），�������，����．

��）厚生労働省ホームページ：�����������������
��������������

��）鎌田ケイ子，山本規子，阿部俊子，沖田裕子：痴呆高齢者の生活の質尺度（
����）の開発（その �），老人ケア研究，

��（�），� ���，����．

�	）����� ��，�������� ��，���  ，!������� "，�#�$ %� ��# & �� ��：'(������� )��)� * � �����)��( #�+����� �，

�	�����	 �������	���，�，���		，��
�．

��）',���, �- ��# �������� ��：.����)��( ��+����� � '(�/�（.�'）：&�(��) ���#��(� ��# #���/ +���)  * � �, �)��

����� �．�	�����	 �������	���，��，�������，��
�．

��）矢富直美：日本老人における老人用うつスケール（.�'）短縮版の因子構造と項目特性の検討，老年社会科学，��（�），

���	．

��）� ��+, �.，����$ 0�/���，.��� �$ �"，1�//��� &��(,�/，井上正規訳：高齢者アセスメントマニュアル，メディ

カ出版，��，����．

�
）山口昌樹，高井則安：唾液アミラーゼ活性によるストレスモニタ，�-� -2�3�&�，��（��），�����，����．

��）岩本隆茂，福井至：アニマル・セラピーの理論と実際，倍風間，�
，����．

（平成��年��月��日受理）



認知症高齢者に対するイヌによる動物介在療法の有用性 

�

���������� �� ��	
�����
�� ������� �� ������� ��
���
� ��
� �����
��

� �,�� 03���34 !��� 5�����'!-4 !�) �� 2�.�'6 ��# � $ )��� -562�.�

7�((�+)�# 2 �8 ��4 ����9

��� ����� : ���*�/����4 # �������)�# ),���+$4 �/#��/$ +�)���)�4 #����)��

���
���


1� ���/��)�# ),� �;�()�  * # �������)�# ),���+$  � � (��/4 +�$(, / ��(�/ ��# +,$��(�/ �()���)���  *

�/#��/$ +�)���)� <�), #����)�� �� ( �+���� � <�), ( �)� /� * � � ��� �), +��� #8 �,� �;�()�  * # ��

�����)�# ),���+$ <��� ���/��)�# ����� ),� ��� ��#�+��#��(� �(�/� * � #����)�� +�)���)�4 ),� 
�� �(�/�

* � ),� �/#��/$ <�), #����)��4 ��# ),� #�+����� � �(�/� 7�, �) * �� * � ),� �/#��/$ <�), #����)��98 -� ),�

���������) =�,��� � <��  =�����#4 ��# ),� ����������)�  * �()���)$ =$ �()����+,$ ��# ��/����$ ��$/���

�()���)$ <��� +��* ���#8

2 �����# (,����� <���  =�����# �� ),� �( ��� * � ),� ��� ��#�+��#��(� ��# 
�� �(�/�� #����� ),�

��� �), +��� #4 =�) #�+����� � ��+� ��#8 �*)�� ),���+$4 ),� ���=��  * +�)���)� �, <��� � #�(����� ��

��/����$ ��$/��� �()���)$ <�� �����>(��)/$ ,��, �� ),� # �������)�# ),���+$ �� �+ <,�/� ), �� �, <���

�� ��(����� <�� ,��, �� ),� ( �)� / �� �+8 �()����+,$ �����/�# � �����>(��) ��(����� �� �()���)$ #�����

# �������)�# ),���+$8 �=�����)� �  * =�,��� � �/� �����/�# ��(������ �� ),� �� ��)  * �()���)$4 ���/���4

�+��(,4 ��# �))��)� � ) ),� ���� ��#��� +� +/� ��# # ��8

? ����+ �#��(� ) : � �,�� 03���3 ��+��)���)  * 2������4 0�(�/)$  * !��/), ��# 1�/*��� '(���(�

���$��� "��*�()���/ 3�������)$

' @�4 ��������4 ��+��

6�%��/: ���
�������
	
��������

75�<����� %�#�(�/ 1�/*��� � ����/ A /8��4 2 8�4 ���
 �������9


